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薬剤名 使用時期 使用回数

ゴウケツモンスター粒剤
出穂5日前まで

但し、収穫45日前まで
1回

イッカツエース粉剤ＤＬ 穂揃期まで 2回以内
ハスラーＲＸ粉剤ＤＬ 収穫14日前まで 2回以内

ブラシンジョーカー粉剤ＤＬ 収穫7日前まで 2回以内
ブラシンジョーカーフロアブル 収穫14日前まで 2回以内
ブラシントレバリダ水和剤 収穫14日前まで 2回以内

トライトレボン粉剤DL 収穫14日前まで 2回以内
トレボン粉剤ＤＬ 収穫7日前まで 3回以内
なげこみトレボン 収穫21日前まで 3回以内

スタークル粉剤ＤＬ 収穫7日前まで 3回以内
アルバリン粉剤ＤＬ 収穫7日前まで 3回以内
スタークル豆つぶ 収穫7日前まで 3回以内

キラップジョーカー粉剤DL 収穫14日前まで 2回以内
キラップジョーカーフロアブル 収穫14日前まで 2回以内

アプロードフロアブル※ 収穫7日前まで 4回以内
アプロード水和剤※ 収穫7日前まで 4回以内

※ アプロード剤はウンカ類幼虫の脱皮阻害剤のため、成虫への効果はありませんが、次
世代による被害軽減を目的にした剤です。

トビイロウンカの防除薬剤　　　　　　　　　　　　　R2.8.20現在

応急防除剤

基幹防除剤

岡山県病害虫防除所よりトビイロウンカの発生予察警報が発表されました。防除所によ

る 8 月 17～18 日の巡回調査において、県下全域で平年を上回る発生率が確認され、さら

に、一部のほ場では増殖率の高い短翅型
たんしがた

雌成虫も確認されています。管内においても、Ｊ

Ａ営農指導員による現地調査の際にトビイロウンカと疑わしき個体が確認されております。

まずは基幹防除を必ず行いましょう。

対策について

○早生品種は収穫期が近い場合の薬剤散布では、収穫

前日数をよく確認して応急防除剤にて防除を行い、

収穫間際なら収穫しましょう。

○中生品種は今年 出穂が早い傾向にありますので、

散布時期に注意しながら基幹防除を行い、場合に

よっては応急防除も行いましょう。

○晩生品種は出穂まで日数があるので、基幹防除を必

ず行いましょう。

粉剤・液剤の散布に当たっては、薬剤が株元まで十分到達するよう留意しましょう。

また、散布時に湛水状態にすることにより、ウンカが株元から上がり、薬剤が付着しやす

くなります。

散布後も他の病害虫の発生も含めて、経過観察をしっかり行いましょう。

トビイロウンカによる坪枯れ


